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     たちの現状」を改善すべく、「ナラティブホーム」という「アパート」を建て、そのなかで「病院の安心
    感と在宅での個別性、自由さを兼ね備え、『家族と患者が物語を語り続けることの出来る空間』」をつく

















































　しばしば学者などによって、「スピリチュアルの語源はラテン語の spiritus で ……」(2)




































































　ところで、この “ 個性 ” を重視する近年来の雰囲気、風潮が、実は「スピリチュアル」ブー
ムという現象の根底のところにあるのではないかと、玄侑宗久は解釈している（『中央公





























































































哲学は、“ 前世占いの言説に共感している人 ” に面したとき、はたしてどのような態度を
とりうるものだろうか。―――難しい問題である。臨床哲学は、出来合いの権威的なもの
や正統的とされるものを自明視せずそこから距離をとり、現場の現実のゆらぎや脆さのほ


























2  ただし、薀蓄ないしサブカルチャー的教養としてのスピリチュアリティ受容＝需要が存在していること　 
　も同時に真である。例えば、二〇〇七年九月〜一〇月にリブロ池袋本店にて出版社の企画という形で行　 
　われていた『世界のスピリチュアル 50 の名著＋αフェア』では、「Question! 今流行の “ スピリチュアル ”
　 の意外な意味とはなんでしょうか？」というクイズが当該コーナーに掲示されていた。その解答は「呼吸」




































は、日本語圏において一般的には “ ターミナル駅 ” という以外の用法が想定・連想されない、という言
語的事情が一定程度の要因を占めたのではないかとも、思われる。




















　   は、家族という事象をめぐっての徹底的な考察が別途必要である。
9    無論、たとえばこの当該記事のなかで用いられている「西洋」と「仏教・神道」という二項対立的な対




　　ガーの最高峰と位置づけたテクスト――において、「生まれざるもの Ungebornes」   「流産したもの　　
　　Unausgetragenes」について深く論じている。またラカンは、『精神分析の四基本概念』において、無　
　　意識は「実現せざるもの le non-réalisé」「生まれざるもの le non-né」の次元にあるものだとし、抑圧　
　　と無意識との関係を「堕胎屋と辺土 [ 煉獄 ] との関係 le rapport aux limbes de la faiseuse d’anges」と述べ
　　ている。
11   つまり、江原が標榜するところの「スピリチュアリズム」の元祖の国、ということである。
12  たとえば、『宣伝会議』二〇〇七年六月一五日号には、特集「30 代女性と団塊シニアに共通点　ダブル
　  でおいしい！   一石二鳥マーケット」が組まれており、一通りの消費・物質的な贅沢（ブランドブーム






　  あまりスパンの長い歴史的・歴史社会学的・比較宗教史的観点を持ち込むことは、日本列島社会におけ 
　  るここ十数年の事象の固有性を、やや性急に相対化してしまうことにもなりかねない。そのため、本稿
　  の本文中ではそうした角度からの論及は、紙数の制限もあり、意図して抑制・回避されている。以下脚
　   注という形で、簡略に補足するにとどめる。















































































































































　例えば、フラーによれば、アメリカ人の 5 人に 1 人が自らを「スピリチュアルだが、宗
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２ －２.　疲労とスピリチュアリティ
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るというか、現実逃避の部分もある。ほら、“ 歯 ” が痛かったら足を踏めというでしょう
（笑）。で、（10 冊に）共通するのはコワ面白いって感じかな」。
　ちなみに、編集者は、ここで松任谷が言う「“ コワい ” とはふだんと違った世界を垣間
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　   現われているのである。そのような不変なものへの渇望こそ、スピリチュアルな渇望であり、人間がも
　　つスピリチュアリティの発露といえるものである」。窪寺俊之「自己喪失とスピリチュアリティ　　自




























WHO 憲章 (1998 年の第 101 回理事会セッション決議 ) は、スピリチュアルを健康のあ
る状態として、次のように規定している。「健康とは身体的、心理的、社会的、スピリチュ




























holistic（ホリスティック）という言葉は、ギリシャ語の holos( 全体）を語源とする。 































































































すでに引用したとおり、WHO 憲章 (1998) によるとスピリチュアルとは健康のある状
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　( アラン『幸福論』神谷幹夫訳、岩波文庫　2007 年、194 頁 )
7  筆者の体験に基づいた創作である。










　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             
     　　    　　 　　　　　　　　　　　                  　　　　　　　　　　　藤本　啓子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






　本調査は、＜社会と臨床研究会＞によって 2007 年１月 27 日に開催された「ナラティブ
とスピリチュアリティ」に向けて、医療・福祉の現場で「スピリチュアリティ」がどのよ



















































































































































































































































・ もの言えぬ、訴えることのできない患者様の本当の思いをう　  
   かがい知ることができるとすばらしいことだと思う。
・ 最近、このこと（スピリチュアリティなど）について書籍が
   本屋に並んだり、テレビなどでも取り上げられたりしていま　　
   すが、よくわかりません。全く興味がないわけではありませ
   んが、のめり込み過ぎるのもどうかと思われます。
・ 広く理解を求めていくことは難しいと思うが、関心をもち、 
   個々の分野で生かしていきたいと思っている人にとっては意  
   義のあることだと考えます。
・ 概念をもっていれば分析したり、捉えたり、扱いやすくなる
   が、相手（患者さん）が「私はスピリチュアルペインをもっ  
   ている」と自覚していることはほとんどないと思うので、必   
   ずしも医療者だけがケアするとも思わない。語るタイミング
   に合った人が耳を傾けたり、また語る対象が必ずしも人とは
   限らないと思う（例えば、亡くなった故人だったり、自然だ
   ったり）。
・目に見えない物ごとへ心をかけること。
・そのきっかけ（スピリチュアルケア？）となる言葉であるよう
   に思う。一般病棟では知識も関わりも不十分である（精神面、
   社会面のケアでいっぱいであったと思う）。
・患者様の苦しみを和らげ、できればなくすことができるよう 
   にする
・ スピリチュアルペインを表出できる傾聴等の関係性が大切で
   ある。スピリチュアルケアの実践できる援助者の教育の必要 
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    （家族の思いを、語れない人の言葉をかりて、語る）
 　  「お父さんがね、兄弟みんな仲良くしろよっていってるんですよ。今まで離れ離れに
なってましたからね。お父さんがみんなを呼び集めたようなもんですよ。子供たち
仲良くしていけよって・・・。」
 　  「もういいよ。これ以上生きながらえてもなにもいいことがない。父さんは十分お前
たちにしてもらった。もうこれでいいよ。」






































































































































































































































































































参加者達の “ 忍耐 ” に、謝意を表し、またそのことでもって、「スピリチュアリティ」な
いしその他のテーマに関して、今後の研究会活動へのさまざまな方々の参加を広く呼びか
ける言葉に代えたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（ 川口茂雄記 ）
